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月 二年 六 十 和 昭

創

刊
披

●

宋
金
貿
易
に
於
け
る
茶
鍵
及
び
絹
に
つ
い
て

･･

文
草
博
士

加

藤

繁

中
国
金
融
の
特
殊
悼

辞
済
撃
博
士

小

島

昌

太

郎

支
部
農
村
の
包
税

制
度
に
就

い
て

現

代

支

部

社
食
論

克
郎
に
於
り
TV-
椎
の
流
鹿
俵
棒
と
埠
の
流
通
費
用

登
米

の
樟

擦
鳳
想

領

用

制

の

進

展

東
亜
食
糧
問
題
と
食
糧
慣
習

買

新

制

度

支
那
に
於
け
る
散
骨
の
融
合
性

･

支
部
紡
績
業
に
於
け
る
弊
働
請
負
制
度

中
国
に
於
け
る
聯
合
準
備
制
定

に
つ
い
て

槻
慣
印
憂
支
那
の
財
政

東
亜
衰
滅
経
済
の
貿
易
政
策

経
済
学
博
士

八

木

芳

之

助

･
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士

小
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雑
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士

穫

野
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之
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T
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経

弊
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恵
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-
群
済
畢
士

徳

永

･･
経
済
畢
士

大

上

･･
経
済
畢
士

鈴

木

総

･･
相
済
畢
士

滞

崎

･
浄
済
撃
士

岡

部

･
常
滑
草
士

熊

本

･･
経
済
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士
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本
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僻
餅
印
度
文
部
の
財
政

俳

領

印

度

支

那

の
財

政

第

1
番

二

年

1

第

l
班

二
五
二

島

本

lrT
甘口

今
日
価
額
印
度

へ
の
関
心
は
'
国
民
の
間
に
轟
々
張
-
十､仏
つ
て
き
て
み
る
や
う
で
あ
る
が
､
此
虚
に
は
比
椛
的
紹
介
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
考

へ
ら
れ

る
財
政
の
状
熊
に
就
き
若
干
の
記
述
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
｡

財

政

の

沿

革

価
額
印
度
支
那
は
､
最
初
悌
蘭
西
が
交
虻
支
部
を
直
轄
植
民
地
と
な
し
た
に
始
ま
る
も
の
で
､
其
後
之
に
次
々
と

保
誇
額
が
追
加

さ
れ
'

l
八
八
七
年
に
は
印
度
支
部
総
督
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
'
各
地
域
の
起
源
及
催
件
の
相
違
の
篤
に
'

印
度
支
部
金
牌

と
し
て
-
佃
の
統

一
鞭
を
形
成
し
'
財
政
の
如
き
に
裁
て
も
之
を
賛
硯
す
る
に
は
種
々

の
障
害
が
存
し
た
o
交
批
支
那
は

一
八
八
〇

年
よ
り
硬
質
を
碑
民
謡
倉

(C
.
n
seil
colonia
))
で
決
定
し
た
が
'

安
甫
及
東
京
は

t
八
八
七
年
に
至
る
迄
預
算
は
錬
-
'
同
年

一

月
よ
り
預
算
が
定
め
ら
れ
た
.
畢
初
は
支
出
に
地
方
収
入
と
本
国
及
交
祉
支
那
よ
-
の
補
給
金
で
賄
は
れ
た
が
'
後
に
は
交
批
安
部

よ
り
の
補
給
金
は
磨
止
せ
ら
れ
陸
梅
軍
の
賛
同
は
凡
て
本
圃
が
負
櫓
し
､交
比
支
那
は
本
圃
に
分
轄
金
を
操
供
す
る
と
と
1
な
っ
た
｡

/r
雷
事
等
･･･-I.



然
し
斯
の
如
-
歳
入
歳
出
が
各
地
域
に
分
れ
分
れ
に
行
は
る
･̂

事
は
'
著
し
-
印
度
支
部
の
統

l
性
を
寄
し
政
治
的
に
も
経
済
的
に

も
幹
事
が
少
く
な
か
っ
た
｡
鋳
造
'
港
滞
'
煙
毒
'
運
河
'
司
法
'
国
防
の
問
題
'
外
国
貿
易
'
梅
頚
等
の
問
題
は
何
れ
も
印
度
支

那
生
硬
と
し
て
の
共
通
事
項
た
る
性
質
を
有
L
t
金
牌
的
解
決
を
必
要
と
し
た
o
之
を
各
地
域
珠
算
に
伐
り
部
分
的
解
決
を
行
ふ
こ

と
は
困
難
で
あ
-
､
之
が
経
費
は
印
度
支
那
仝
鰻
と
し
て
負
椿
す
べ
き
も
の
が
少
-
な
か
っ
た
｡
斯
-
て
理
論
的
に
も
茸
際
的
に
も

各
地
域
の
碓
方
預
第

八budg
e
ts
l]OCau
X
)
の
外
に
印
度
支
那
の
山
般
珠
算

(b
ud
g
e
t
g
6n
gral)
の
誕
生
は
必
至
と
せ
ら
れ
た
｡

此
虞
に
於
て
総
督

M
.D
o
u
m
er
(1897-
1
9
02
)

は
印
度
支
那
の
財
政
改
革
案
を
樹
て
､

1
八
九
八
年
七
月
三
十

l
日
の
競
争
を

以
て

i
般
襖
算
を
作
る
制
度
を
創
始
し
た
.

同
令

は
印
度
支
那
白
身
に
財
政
的
人
格
を
附
興
し
'
印
度
支
那
の
山
般
事
業
及
ひ
経
費

⊥
地
方
事
実
及
経
費
の
層
別
を

定
め
~

印
度
支
那
最
高
顧
問
魯

(C
.nse山l
sup
erieu
r
)

は

t
澱
預
算
を
審
議
し
.

地
方
顧
間
食

.I.･
^
n
e.1.te
･nP.,.1..vt
1.人
出
]J
IFLklh.i
二
Trth護
卜
,r5
..
〓
J
ノ
こ
rj

TTり
ヒiT
L
一舟山L1h
熟
字
〓
邑

L

q
･/
.A.lん斗
./
⊃
忠
訂
q
.一L
IEへ
.

-

訂引
去.紅
ム凡
iTv

増
ア
t5㍍
引
入
′即
H佃
稲
作
銅
脚よ
り
(
此
ル
山頂
侶項
K

T睦
日朝
州市
.ー伯
山プ
J
J/
山p
佃
ロボ
1..b･Lノ･判
lノ
闇
左
上ノけい亡眉
や
し
お
声
=ノ0̂

こ
∠
＼
1iLu
ノ
エ
バ

.L∠
∠
LLi

時
に
地
方
行
政
機
構
の
改
革
も
行
ほ
れ
た
o
斯
-
て

1
八
九
九
年
よ
り
此
基
礎
に
基
き
印
度
支
郡
に
於
け
る
襖
算
は
設
定
せ
ら
る
ゝ

事
と
な
っ
た
｡
uIE=
産
支
那

I
般
旗
貨
及
東
京
'
安
甫
二

父
祉
支
那
.
カ

ム
ポ
ヂ

ヤ
.
ラ
オ
ス
の
地
方
襖
算
之
で
あ
る
｡
佃
題
辞
制
度

に
就
き
注
意
す
べ
き
は

1
九

二

年

十
月
二
十
日
の
統
令

(
1
九
二
八
年
十
i
月
田
臼
改
正
)
及

一
九

l
二
年
十
二
月
三
十
日
統
命
で

あ
る
が
､
之
等
に
債
る
と

一
般
硬
貨
は
備
領
印
度
の
共
同
利
益
に
関
す
る
雑
費
を
計
上
し
'
之
に
は

(
I
)
絶
督
府
及
び
直
接
関
係

す
る
経
費

(
二
)
公
債
費

(
≡
)
本
圃
費
分
措

(
四
)
殖
民
地
監
督
費

(
五
)
検
事
局
及
提
訴
院
費

(
六
)
一
般
土
木
工
事
費

(
七
)

穂
綿
'
革
頁
及
間
接
税
費

(
八
)
郵
便
電
信
事
糞
費
を
含
み
之
が
財
源
と
し
て
は

(
I
)
皆
該
行
政
収
入

(
二
)
寄
賛
及
間
接
税
収

悌
領
印
腰
支
那
の
財
政

第

1
番

二
五

三

第

一
版

二
五
三



併
蘭
印
度
支
那
の
財
政

第

l
啓

二
五
四

第

1
班

二
五
四

人

(
≡
)
商
品
及
艦
胎
の
印
度
支
那
入
園
又
は
出
国
に
際
し
徹
せ
ら
る
･
･

凡
ゆ
る
性
質
の
税

収
入

(但
し
簡
米
食
諸
所
叉

は
地
方
圏
髄
に

徴
収
を
認
め
ら
れ
た
も
の
を
除
-
)
が
認
め
ら
れ
た
.

備

一
般
橡
算
に
は
附
農
務
算

(b
ud
g
e
ts
an
nex6S)
と
し
て
攻
の
三
伯
の
も
の
が

附
加
さ
れ
た
｡

l
種
の
特
別
合
計
で
あ
る
o

O

)

席
州
鞠
慣
複
筋

(
二

)

蹄
過
経
営
球
貨

(
≡

)

公
債
資
金
硬
貨

簡
算
は
総
督
府
最
高
合
議
及
経
済
財
政
合
議
に
附
落
せ
ら
る
･.が
'
之
等
は
諮
問
機
関
に
過
ぎ
な
い
｡
濠
算
は
統
命
を
以
て
決
定

さ
れ
る
｡

関
税
以
外
の
間
接
税
も
大
鱒
同
様
で
あ
る
が
､

関
税
に
就
て
は
地
方
機
関
は
殆
ど
樺
限
を
有
し
な
い
｡
(
1
九
二
八
年
四

月
十
三
日
法
律
)
即
ち
印
度
支
那
に
は
俳
本
陶
の
関
税
が
原
則
と
し
て
其
優
施
行
さ
れ
'
本
国
官
報
に
公
布
さ
れ
た
後
四
ケ
月
以
円
に

印
度
支
那
に
て
も
公
布
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
｡

只
其
の
間
に
印
度
支
都
側
に
異
議
あ
る
と
き
は
総
督
府
合
議
の
審
譲
に
依

り
'

本
圃
税
率
表
に
封
す
る

d
e
rog
a
tio
n

の
申
請
を
な
し
'

本
圃
に
異
見
な
き
と
き
は

印
度
支
那
に

射
し
特
別
税
率
(T
arif

s
p
かc
ial
,
T
･
S･)

が
詑
め
ら
れ
る
こ
と
1
な
る
｡
･
今
日
に
於
て
認
め
ら
れ
た
特
別
税
牢
は
梶
番
組
堅

ハ
五
四
の
う
ち
三
七

J
に
上
っ

て

ゐ
る
｡
(但
し

此
の
軸
に
付
で
本
年
壬
,
所
謂
関
税
白
括
櫛
が
認
め
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
っ
た
)

)
般
濠
算
及
び
地
方
国
軍

商
業
骨
諸
所
の
頚
算
に
鵡
上
さ
る
1
以
外
の
経
費
及
収
入
は
印
度
支
那
聯
邦
を
構
成
す
る
各
国
の
像

耳
即
ち
地
方
預
罪
に
摘
上
さ
れ
る
｡
之
等
の
各
国
は
原
則
と
し
て
財
政
上
の
自
治
椎
を
持
っ
て
居
1
;

l米
比
支
那
'
安
常
､
零

点
'

カ
ム
ポ
ヂ
ヤ
.
17
オ
ス
及
庚
州
滞
隈
の
地
方
硬
貨
は
此
等
殖
民
地
叉
は
保
護
領
の
固
有
収
入
に
依
り
支
排
さ
れ
る
｡
但
し
於
州
滞
預



算
は
前
述
の
如
-

l
般
濠
算
の
附
属
珠
算
を
濁
し
て
ゐ
る
.
地
方
預
算
の
財
源
と
し
て
は
直
接
税
即
ち
人
税
~
不
動
産
税
'
営
業
税

im
p
o
ts
p
at
ent
s)等
が
あ
-
.

之
に
類
似
直
接
視

(taleS
aSSirrLit6
es)
及
財
産
収
入
が
加
は
-
'

更
に

1
般
預
算
よ
-
の
補
給
金

が
貢
要
な
る
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
｡
保
護
領
の
地
方
預
算
は
諮
問
機
関
な
き
ラ
オ
ス
を
除
き
夫
々

諮
問
機
関
の
審
議
を
経
て
地
方
行

政
長
官
に
依
-
決
定
さ
れ
.
ラ
オ
ス
に
於
て
は
理
事
長
官
が
里
猫
で
決
定
す
る
O
交
祉
支
部
の
壕
算
は
嫡
民
地
合
議
に
て
議
決
さ
れ

た
後
金
寄
食
議
長
た
る
行
政
長
官
が
之
を
定
め
る
｡
傭
之
等
を
確
定
公
布
す
る
の
は
凡
て
総
督
で
あ
っ
て
'
穂
督
は
租
税
及
補
給
金

の
親
を

定
め
る
｡

印
度
支
部
の
各
国
は
数
個
の
州

官

.vir..ces)
に
分
れ
て
ゐ
る
が
'

州
は
革
政
地
慣

(ラ
オ
ス
の
二
部
)
を
除
い
て
民
政
官
吏
に
依

っ
て
統
治
TU
れ
て
ゐ
る
が
'
英
は
名
稀
は
地
域
に
よ
り
壇
々
異
-
､
交
祉
支
部
で
は

A
dm
inistra
te
u
r
d
e
p
r
o
v
in
ce
､
東
京
t

を
軒
p
か
ム
'X
デ
jL.
ご
ま

和
ELか山n
E･71十
[h
F
Tn
Tt.r･fj

ご/
オ
ス
lu
ま

C
r)rr]Tlr]山tqji;i〇
TIA
i.1m
(･iEe
G
();LHV
e
TTte
TTlf11･叶
}1
it
I
.㍊
n
m
J
]
ポT

P人
,L
i
l
∋
Lr二
,Zt
ヽ
.Lb
ノヽ
むK
bb
,Li
可
,.
ノL.rl.̂
,r'O
lnu
/
L
lと
｢ノ
:
｢ノ
]]lu
1..n,£
ヒ
..＼
へノ
かけ
日1j
･野
へ月例
へノ
蔚
･¶り
.u
争
㌧+
ノ
,〇〇
七
準
8
円
£
｣LJ
-此

｣hJ

k
Ig
Hr
T.i
llvJ人

inア
♂
耶
ALZjトh
uH,IL
｢
｣q
-tU

-J目
し
｢
.什川rハV
.小ノ
〃YJ.ii
Lui.トト
二
ノ
一α
1I]h
日日
･葡
匝
〃･ユJT
n月
せりLrlrノレ-
.ィ

.山
上加レEp
トh
T〃ノU仁
一PL

邪
で
は

C
o
n
se
i-
d
e
p
r
ovin
c
e
.
安
甫
'
東
京
で
は

C
o
n
se
ito
p
rovinc
ia
u
x
d
e
n
otab
le
st
カ
ム
ポ
チ
ャ
で
は

c
c.n
s
eils

d
e
R
6sid
e
n
c
e
と
云
ふ
.

東
京
で
は

1
九

二

一年
以
来
安
甫
'
カ
ム
ポ
ヂ
ヤ
で
は

一
九

二.二
年
以
乗
州
橡
算
が
頗
止
さ
れ
.
そ
の

収
支
は
園
の
収
支
に
併
合
さ
れ
.
賛
崖
も
園
の
所
属
に
改
め
ら
れ
た
が
'
此
改
正
は
兎
角
の
批
評
あ
-
.
其
後
再
び
行
は
る
1
に
至

っ
た
0
億
比
の
外
に
市

(M

unicipa)it6S)
及
町
村

(C
.m
uru
nes)
の
濠
算
が
あ
る
.

最
近
の
一
般
預
算
及
地
方
預
算
の
状
況
を
示
す
と
攻
の
如
く
で
あ
る
｡

備
領
印
度
支
那
の
財
政

第

‥
巷

二
五
五

第

1淑

二
五
五



l

休
館
印
度
支
那
の
財
政

偶
領
印
度
支
那

一
般
像
丑
及
地
方
弾
ま

(
草
食
千

ピ
ア
ス
IL･
ル
)
第

7
啓

二
五
六

第

一
就

二
空

ハ

土
木
工
事
銭
道
工
事
等
の
薦
漸
増
し
来
っ
た

1
般
壊
算
及
地
方
濠
算
は
何
れ
も

l
九
三
五
年
の
恐
慌
昔
時
激
減
し
た
が
'
之
は
土

木
費
を
除
外
し
た
茄
で
あ
り
'
翌
年
以
後
は
漸
櫓
し
て
ゐ
る
｡
然
し
其
の
内
容
は
必
ず
し
も
同
じ
や
う
な
推
移
を
迩
つ
て
ゐ
な
い
｡

7
般
橡
算
に
就
き
見
る
に
攻
の
如
-
で
あ
る
C

一

博
開
印
度
哀
那

J
般
浄
某
内
等
表

(
叩坪
仰

1
0
0
0
ピ
ア
K
-

〟
)

歳

入

九

三

〇年言
三

毒

歳

出

z
i<
,.
一〇
年
t
7
i
!
三

五
且

)
i<
四

〇
年

経

常

収

入

1
.
関
税

及
間
接
税

二

,

娼

約
秒
賃

11r

企
業

収

入

ii;
;::I:
I
.
/

A:･
･[

一
'
公

債

丑

二

'

本
圃

第
分

据

三

'

各
種

環

常

補

給

㌔
-∴



価
額
印
度
支
那
の
財
政

第

1
番

二
五
七

第

1
舶

二
五
七

七
､
臨

時

純
収

入

A

,

順
舶
詔

防
特

九

'

富

怒

収

入

10
.

預
備
資
金
絶
入

一
｢

茶

宣
停

資

金

計
合

計

複

備

賓

5I】
塩

樟

収

入

臨
時

支

出

車
臨

時

雑

支

出

二
ハ'

苑
民
地
国
防
費

19
･

鮒
慧

入
違

≡
.
三
､
一et.

ブく五 四 三
'ノ

楽箆行 資 二

収 芸 霊 芝

入 大 入 涜

一七三四 1-
宅j 空

= 三 九

共 完斥j二企 躍 元土

衣大
遁 工 工 業 ミ野

買薬
事

親
事

貿梁

六 五 四

道
路
資
金
骨
頂

金

線

督

府

責

政

給

費

O ⊂⊃ 二三.｣コ jヽ -- 七 九 - -ヒ 二二⊂⊃ ⊂)四 -.･.一 匹1__.LLg ヨ才, r瑚 Jヽ 王呈.

:ト : .一 ･
三
､(
10

1.0
芳
書
ハ八

i
.九
へ九

三
㌧二
二
二

二
.

瓦riへ

ニ
'
二
二
五人二七

√二)

塁 弓童 等 喜 琶 害 萱 _ ..,.,..蕊 且 且 .些 二 n =A B

一一 ⊂⊃ iL JZffr 二三 一一 /TL= ⊂=･ /TL< 三 ノヽ 二二
一 二三 (二)ここ7-E= 五 ブ1■ノ~ヽ 匹l六 六 ⊂=)
_壬L-t ⊂⊃⊂=)瓦 ブ七 五.jlJ- JZg- ⊂:⊃



俳
領
印
度
支
那
の
財
政

歳

的

弟

一
巻

二
五
八

第

l
批

二
五
八

主
と
し
て
一
九
四

〇
年
預
算
に
就
い
て
少
し
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
,
先
づ
歳
出
の
う
ち
-

公
債
費

は
晋
竺

債
の
元
利
望

賛
物
給
付
に
封
す
る
年
歪

梯
及
終
身
債
務
之
で
あ
っ
て
,
土
木
工
毒

の
雲

債
の
額
は

か
な
り
の
期
に
止
り
一
九
1..,i7.年
末
に
胡
て

二

.
T
･.･
∵
'
/
.･
]:

ピ
ア
ス
ト
ル
表
示
公
債

合

計

可

ノ
:i.
7

リ
ノ
二

)
･イ

Ⅵ
〓

二千

.iJア
ス
ト
ル

四
六
､
三
六

九

二
三
八

,
五
四

T弓

三

忙
及
び
.
之
が
元
利
輔
は
相
豊

禦

上
-
'
更
豊

教
科
･
利
濃

等

嘉

ふ
る
と
き
は
三

･

〇
八
1
千
ピ
ア
ス
ト
ル
に
上

る

｡本
国
費
分
捨
金

は
墓

費
分
禁

雷

大
き
い
｡
印
雲

郡
覧

費
の
分
警

あ
る
｡
外
に
墳
疾
憲

給
分
捨
･
歳

者
鷲

金
庫
費
の
分
楯
等
が
あ
る
｡

各
課

荒

給
金

は
先
づ
小
額
の
附
豊

算
補
給
金
が
あ
る
｡
之
は
廉
州
樽
葦

に
封
す
る
も
の
で
･
萱

に
封
し
て
は
補
給

は
な
h
o
地
方
漁
算
に
封
す
る
補
給
金
は
補
助
金
と
税
収
入
の
1
部
赤
へ付
と
あ
る
｡

t｢ビ
ア
ス
ト
ル

九
､九
五
九

四
､九
〇
二



前
者
は
土
民
瞥
及
民
瞥
費
四
分
の
三
補
助
の
如
き
も
の
あ
り
'
後
者
の
顕
著
な
る
は
護
設
輸
出
税
盟
滑
費
税
収
入
の
六
〇
%
分
輿

の
如
き
も
の
が
之
で
あ
る
｡
市
町
村
に
封
す
る
補
給
金
は
今
日
は
河
内
に
封
し
て
も
存
せ
ず
只
ダ
ラ
ト
に
封
し
て
の
み
に
小
額
行
ほ

れ
て
ゐ
る
｡
各
聯
邦
に
封
す
る
補
給
金
の
分
配
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

地
方
隷
丑
補
給
金
分
配
表

(卑
位
千
ピ
ア
ス
ト
ル
)

●ノ

ヽ

>]ヽ

Lt

'
J

突

放

支

那

七 六 五 九
I Jに 八〇 四

二JtL.
__a__i__Li rl_

-ここrL;
(二)三 三

I FrlgO 七
七 (こ) 九 (う
三 七 六 八 三正
三 (:)三 五 一一一

一一,ヽ
二 七 四 五 O

三Li 凹 四 二

道
路
資
金
分
配
金

は
鏑
油
附
加
税
収
入
と
見
合
ふ
も
の
で
'
自
動
車
の
茎
数
に
依
っ
て
各
聯
邦
に
分
配
せ
ら
れ
る
｡

土
木
費

は
首
-
よ
り
重
要
な
る
支
出
項
目
で
あ
-
'
公
債
政
策
に
よ
っ
て
園
内
振
興
を
兼
ね
'
道
路
橋
梁
等
を
設
け
た
と
と
は

有
名
な
る
等
茸
で
あ
り
'
道
路
の
斐
備
せ
る
こ
と
は
同
地
を
旗
行
す
る
も
の
1
等
し
く
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
而
し
て
此
項
目
は

唯

1
の
有
力
な
る
財
政
の
圃
内
経
済
に
働
き
か
け
る
支
出
で
あ
っ
た
が
'

1
九
四
〇
年
に
於
て
は
維
持
費
と
新
皆
費
と
が
天
J(
牛
を

占
め
て
居
り
'
往
時
の
如
-
で
な
い
｡
傭
新
大
工
事
費
も

1
.
〇
〇
〇
千
.iJ
ア
ス
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
｡

俳
讃
印
度
支
那
の
財
政

第

7番

二
五
九

第

叫就

二
五
九



俳
蘭
印
度
支
那
の
財
政

弟

一
巻

二
六
〇

弟

1
批

二
大
0

企
柴
費

と
柄
す
る
も
の
も
郵
便
電
信
電
話
及
ラ
ヂ
オ
の
経
営
に
関
す
る
経
費
で
ー
公
企
業
の
範
囲
は
最
も
狭
い
｡

】
般
行
政
費

の
う
ち
所
謂
助
長
行
政
の
支
出
は
経
済
費
及
び
杜
骨
費
で
あ
る
が
'
経
構
費
の
主
な
る
も
の
は
交
通
事
業
食
紅
に

封
す
る
補
助
及
び

一
般
航
基
事
業
費

(件
に
エ
事
業
)
で
あ
っ
て
､
其
他
は
殆
ど
鮮
酒
席
.
農
林
居
､
描
軍
局
等
の
骨
行
費
で
あ
る
"

之
と
同
じ
く
祉
骨
蟹
の
大
部
分
は
教
育
費
で
教
育
費
の
円
容
は
大
畢
及
中
墳
校
の
舵
饗
で
普
通
教
育
費
は
含
ま
な
い
｡

る
｡
完

も

洲
拓
哉
の
う
も
に
は
阿
片
及
腰
の
収
納
貨
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
)
之
を
厭
州
人
と
土
人
と
に
分
ち
て
示
す
と
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

人

貞

給

料

手

首

計

欧
洲
人

二
㌧
五
八
八

職

貞

二
､
l
六

一
人

契
約
二

倍

ル
モ
ノ

一
四
三

土

人

一
〇
'七
八

九

日

傭

職

月

日

備

二
八
四

六､
九

一
二

人

三
､八
七
七

千
'i]
ア

ス
pl
ル

一
二
へ
四
〇
四

三

､

一
八
七

一
五
へ
五
九
二

千
.i)ア

ス
ー
ル

六
'
七
四
一

一
､
九
二
二

八
㌧
六
六
四

而
し
て
土
人
の
方
は
臼
傭
者
も
多
い
の
で
あ
る
が
'
其
の
平
均
給
輿
鼎
に
は
著
し
き
相
違
あ
り
'
献
洲
人
の
4
人
常
幸
堕

ハ
､
〇

二
四
ピ
ア
ス

ト
ル
な
る
に
射
し
.
土
人
は
伴
に
八

二

一ピ
ア
ス
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
O

臨
時
費

の
大
部
分
は
殖
民
地
囲
防
費
で
あ
っ
て
'
近
時
之
が
増
額
を
且
つ
1
あ
る
.
富
範
収
入
は
留
療
及
社
食
施
設
等
に
投
ぜ

ら
れ
る
｡

･･皇



歳

入

歳
入
の
大
京
は
何
と
云
つ
て
も
関
税
で
あ
る
が
'
今
日
で
は
滑
費
硯
及
室
賀
は
之
以
上
に
重
要
で
あ
る
O
之
等
を
登
録
税
'
印
紙

税
で
補
っ
て
ゐ
る
｡
直
接
税
は
聯
邦
の
財
源
と
濡
ら
な
い
こ
と
は
既
述
の
通
-
で
あ
る
｡
臨
時
的
支
出
に
伴
ふ
歳
入
不
足
は

1
般
合

計
準
備
金
庫
資
金
よ
-
の
繰
入
及
補
助
貸
鋳
造
益
等
に
伐
り
賄
は
れ

一
九
四

〇
年
に
は
公
債
の
襲
行
は
改
定
さ
れ
て
ゐ
な
.i
.

閲
硯

と
普
通
に
稀
す
る
も
の
に
も
種
々

の
穫
類
が
存
し
'
大
別
す
る
と
固
有
の
関
税
と
輸
出
入
に
際
し
徴
収
せ
ら
る
1
関
税
以

外
の
租
税
が
あ
る
｡

固

有

節

税

輸
出
入
樹
際
に
徹
せ
ら
Ihi=,踊
税
以
外
の
墾
柁

計

千
ピ
ア
ス
ト
ル

一
五
､
五
五
C･二/

〓
K

へ
七

八

六

関
税
に
も
輸

入

税
'
輸
出
税
'
通
過
税
が
あ
-
､輸
入
関
税
が
勿
論
最
も
重
要
で
あ
る
が
､之
に
は
僅
少
の
薦
替
補
償
枕
が
含
ま
れ

て
ゐ
る
｡
通
過
陶
枕
は

1
九
三
九
年
に
此
し
増
加
を
見
込
ま
れ
て
ゐ
た
｡
輸
出
入
に
際
し
徴
収
せ
ら
る
1
他
の
和
税
は
'
統
計
祝
'

鋲
油
保
税
､
倉
庫
魂
､
噸
税
'
王
萄
黍
輸
出
税
'
米
等
輸
出
税
'
ゴ
ム
韓
出
現
'
茶
等
輸
出
税
'
或
疎
漏
俺
輸
出
許
可
税
等
あ
り
'

そ
の
親
額
は
固
有
閲
税
の
額
に
近
-
-

〓

'
二
三

ハ
千
ピ
ア
ス
ト
ル
に
上
っ
て
ゐ
る
｡
そ
の
う
ち
富
要
な
る
は
穀
物
及
ゴ
ム
の
愉

出
税
で
あ
る
｡

関
税
の
購
諌
方
法
は
所
謂
複
関
税
制
度
で
あ
っ
て
'最
高
最
低
税
率
の
定
あ
り
'且
つ

其
の
間
に
協
定
税
率
の
定
め
あ
る
閲
あ
り
'

傍
爾
印
度
支
那
の
財
政

弟
l

巷

ニ
]'J

弟

1
凍

二
六

1



併
領
印
度
支
那
の
朋
政

竺

啓

二
六
二

第

一
班

二
六
二

税
率
表
の
組
織
も
複
雑
を
極
め
度
々

指
摘
さ
る
1
通

-T/
味
の
素
の
一
躍
の
輸
入
は
鋭
力
線
､
班
包
.
匙
､

調
味
剤
等
に
分
ち
課
税

を
受
-
る
こ
と
1
な
る
｡
而
し
て
課
税
棟
準
に
就
き
本
年
度
よ
-
改
正
を
行
ふ
と
と
1

な
り
従
卓
課
税
を
改
め
て
'
縦
横
課
税
と
馬

さ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
O

団
円

i
般
税

も
亦
輸
入
に
射
し
凡
て
の
滴
晶
に
射
し
徹
せ
ら
れ
る
も
の
が
垂
で
あ
る
｡
閣
TKE
庶
品
に
射
し
徹
せ
ら
る
1

も
の
と

♂
.山弼
初
審
∠i1いい

朝
川Tf
iB
郎
藷
･b
.二
繋
St
JJ判
i3..JA.uレ

輸

入

課

税

殖

民
地

円
課
税

計

tt.
ヒ
7
Tt
.L
<

七
'
五
〇

〇

一
五
〇

七
㌧
六
五
〇

摘
草
及
流
通
税

は
甚
だ
重
要
な
る
財
源
を
な
し
'
そ
の
維
禅
は
二
C)'
八
五
八
千
.iJ
7
ス
ト
ル
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
ア
ル
コ
ー
ル

給
費
税
'
煙
草
流
通
税
最
も
注
意
す
べ
-
､
錦
油
消
費
税
及
マ

ッ
チ
栴
費
棟
之
に
つ
ぐ
｡
外
に
錬
油
に
封
す
る
特
別
税

一
､

0
0
0

千
ピ
ア
ス
ト
ル
あ
-
'
道
路
共
通
資
金
の
収
入
と
な
る
｡

ア
ル
コ
ー
ル
消
費
税

錦

油

滑

苛

税

マ
ッ
チ
滑

費

税

其

他

碑

費

税

煙

草

流

通

税

千
ピ
ア
ス
ト
ル

八
'
九
〇
〇

二
㌧
〇
〇
〇

九

八
〇

二

二C
)

八
㌧
四
〇
〇



其

他

流

通

税

四
四
八

計

二
〇
'
八
五
八

着
賛
収
入

も
同
様
に
甚
だ
重
要
な
る
財
源
を
な
し
'
之
に

阿

片

販
費

収
入

堕

販

安

収

入

計

千
ピ
ア
ス
ト
ル

1
五
t
K
〇
〇

五
､
〇
〇
〇

二

〇
㌧
六

〇
〇

と
あ
り
'
阿
片
の
滑
費
は
七

〇
噸
'
盟
y

.
六
五
'

0
0
0
噸

(内
五
'
0
0
0
噸
工
鵜
川
)
と
見
積
ら
れ
て
ゐ
る
6

登

録
税
及
印
紙
税

の
収
入
は
併
せ
て
五
'
八
三
九
千

ピ
ア
ス
ト
ル
で
あ
っ
て
'
外
に
有
償
発
券
に
闘
L
t
収
入
'
移
樽
を
封
象

JJ
し
て
三
､
七
四

〇
千
ビ
ワ
ス
ト
ル
の
牧
人
が
乱
入
有

れ
.J
b
Nra"

企
集
収
入

は
次
の
も
の
社
主
と
す
る
｡

郵

便

収

入

電

報

収

入

電

話

収

入

ヲ

ヂ

オ

収

入

千
ピ
ア
ス
J･
ル

二
へ
九
五
五

一
､
六
五
〇

九
五
〇

一
'
四
〇
〇

-資
本
収
入

は
印
度
支
部
銀
行
株
式
の
配
昔
九

〇
〇
千
ピ
ア
ス
ト
ル
を
主
と
す
る
｡

臨

時
収
入

は
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

俳
領
印
度
支
那
の
財
政

弟

一
巻

二
六
三

第

1
戟

二

六

三



俳
領
印
度
支
那
の
財
政

一
般
食
計
準
備
金
庫
資
金
繰
入

其

他

臨

時

収

入

園
防
税
及
国
防
特
別
収
入

補

助

貸

鋳

出

右

金

準
臓
特

別
資
金
繰
入

古

生

.i('

＼

計

第

l
啓

二
六
四

第

一
軒

二
六
四

千ピ
ア

ス
ト
ル

八
㌧
四

二
九

一
五
四

二

IP
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